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この取扱説明*および製品への表示では、巧品を巧をに正しくお使いいただま、あなたや化の人々へのち害や財産への 
損害を末がに的比するために、いろいろなお表示をしでいまず。その表示と意巧は巧のよラになっでいまず。内容 
をよく巧がしでから巧でをお読みください。 

ノさなとヒこの表示をお視しで、誤った取巧いをすると、人び死亡、室巧を負ラ巧能巧、または义災の巧 
ム胃1=1能巧び想!定される巧容を示しでレまず。 

A 2-¢. ^この表示をお視しで、誤った巧扱いをすると、人が傷害を負ラな能性や物的損害の発をぴ想定 

Li \ ♦と急 される内容を示しでいます。 


給表示の例 


A 
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么記号はま意を促す内容びあることを告げるをのです。 

図の中に貝な:のなな應巧容(左图の場合は~が的なを意)が描力、れでいまず。 

〇記音は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図のかや巧房に具が的な禁止内容(左図の巧さはガソリン禁止)び描かれでいます。 

〇記音は行為を指示する内容を告げるちのです。 

因の中に具巧のな指示巧容(左図の場さはち源プラグをコンむントから巧いでください)がおか 
れています。 



告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発化の音い巧は、お巧に使用しないでください。 
义災の原因になります。 


参給排気筒（管、ホース）外れ筒埃 

給が気筒（管、ホース）びかれたまま使巧しないでください。 
がれでいると運活中に巧ガスびまのにちれて、たおでず。 


>給排気簡トップ閱そく危瞭 

預空びぞいときには、おが気筒トップの周りび暨でふさがれでいなし、 
ことを巧認しでください。ふさぴれでいるときは、お里しでください。 
閉そくしでいると運起中にがガスびき巧にちれで、ちちです。 


•巧類の乾燥厳禁 

巧類などのを燥には使用しないでください。 

巧類び落下しで义がつき、 乂がの原因にな0ます。 


•スプレー吿厳禁 

スプレー巧や力たットこんろ用ボンベなどを、温風のあたるところ 
に巧®しないでください。 

熱でちの圧力び上びり、爆発しでを巧です。 


参低温やけどにを意 

長時間巧巧の同じ巧巧に曲れないでください。 

比較的おい温度でちほ温やけどや脱水なげの原因とな0ます。 
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1 ，特に注意していただきたいこと（安をのために必すお巧0 ください) 


A 注意 ( CAUT に N ) 

•カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近ブけないでください。 

乂巧が発をずるおそれびありまず。巧燃物との離隔距雜についでは 
標を据え巧け図例 （24 ページ）を参照しでください。 



•給ミ邮ま消义 

給油は、必す消火しでから巧つでください。 
乂がのおそれ力< あります。 


•異常時使用禁止 

方一異常を感じたとぎは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 



•高温部接細禁止 

燃焼中や消乂直をは、高邁部、お排気茵、お排気筒トツプ、巧と部にまなどぶ X れないでください。 
やけどのおそれびあります。 



•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触【こよってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがありまず。 



♦分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないでください 
不完をな修理は、を険です。 



♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、 
やけどのおそれびあります。機器の上に巧びんやがを入れたちのなど 
を置かないでください。ががかかると漏空や巧障のおそれびあります。 
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•改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや給が気筒には床暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでください。 
义巧やがガスが室内にちれる原因となり危険です。 
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♦電源コードを傷めない 

電源コードに無理なでを如えたり、物をのせたりしないでください。 

また、單源プラグを抜くときは、コードを持つで引き巧かないでください。 
乂災や感電の原因になります。 



•電源プラグは確実に差し込む 

畢源ブラグはコンたントに根まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンたントは®巧しないでください。乂がの原因 
になります。めれたまでのなさ差しはしないでください。感電の原因になります。 
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么ミ主意 (CAUTION) 


♦長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長巧間使巧しないとき交は保菅するときは、必す電源プラグをコンむントからないてください。 
义災やテ想しないまなの原因となりまず。 


•電源プラグのお手入れを 

ときどきは S 源プラグを巧き、ほこり及びを厲物を瞭ましてください。 
ほこりびたまると湿気などで絶な不良にな0义災の原因にな0ます。 


参打油の保管 

の巧は、义気、雨か、ごみ、高温および直射曰光を還けた巧巧に保管しで<ださい。ガソリン 
などと一緒に巧管しないでください。 

誤ってを巧すると異常燃焼や乂災のおそれびあ0ます。 


•を質な油禁止 

変質な巧（巧れたの巧、水のおじっているな巧など）を使用しないでください。 
異常燃巧のおそれびあ0ます。 


♦シスターンの水位にま意 

お巧水はかしすつ巧おしまず。 

1ヶ月に1回程度は、シスターンタンクの水位び規定水位じあること 
を確認し、不足しでいる巧合は巧巧あを巧給しでください。 

上限が位な上は、入れないよラ注意しでください。 

(床おバネルを接続しない巧さは、循環水は不要です。） 


参カーぺットのはがれにま意 

カーぺットびすれたりめくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接®れるとやけどのおそれびあります。 
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参循環液（循環水-不凍巧）の保管にミ主意 —乙 

が巧のまの届かない巧に保管しでください。 // 

巧 一、 欺んだ巧さには化かせで、医卽の彰巧を受けでください。 


•給排気筒付近の可燃物近接禁止 

お排気茵トツプのおくに、'な'庙やす燃物など引乂のおそれのあるちの 
を置かないでください。义災のおそれびあります。 


♦指や棒を入れないで 

お排気窗トツブに指や巧などを入れないでください。 
ケガや义災の原因になります。 


♦孩]めてお使いになるときのミ主意 

巧めでお使いになるときは棉熱塞巧などが巧がくまで煙と臭いびあます。しばらくの間、お 
をあけで部屋の換気を巧つでください。 

また、ルなやル動物などにを涅する現さが考えられますので、この r 互は部屋に入れないでく 
ださい。 
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お願い ( NOTICE ) 

♦機器を廃棄ずるときのを意 

•な油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するときは、定油面器の口巧を 

0油の廃棄処分は、巧油をお質いおめになった販壳 

巧きとっでください。 （16 ページ） 

店にご相談ください。 

灯油を入ったまま廣棄するとリサイクルの際に思ね 


め事故になるおそれびあります。 



2 •使用する場巧 


ストーブをまさに使巧するためには、場巧の還定が大切です。 




ままに使巧ずるために 
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参マントルピースなどには据そ巧けないでください。 


>標高び1000 m を超える昌地では使用しないでください。 
/空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足し、 
ます。 


効果的に使用ずるために 



I 冷気の入ってくるち向、例えば，環側などに置くと、冷気び 
ストーブで暖められで巧流しますので、効果的です。 


出入□など人の道るとこるは、ぶなかると詹陵です巧で 

誦麵《廳き i 顯お覇電戀聽霞:.;:^;::.;画語 


►部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節をむびけましよラ。 

又お^ブ0前商に廣害窃があると、强屋の湿度にむらびをきるが巧なでなく、ぶ、くお熱によつでな卜ーブ本が巧溝度 
巧巧規巧には十分な意しで巧!蒙的に倭巧しでください。：^ 















































表示部の名称と働き 


致を床通羡巧ランプら 


截を塞滋表巧 m 


床温調節ボタンで設定した巧温を表示し 
まず。 

床据巧運拓時に巧巧します。 

左から3恼目のランプび点'灯したときは 
適温設定にな0ます。 


墨牆^^ご^^^ B | 


-通をは現を時刻をま示します， 

• タイマー建を時はタイマー t ツト 
時刻をま巧しまず。 


室温設定ボタンで設定した室おをデ 
ジタルま示しまず。 

ストーブじトラブルびおちすると、 
トラブル苗巧び記吾表示（モニター 
サイン）されます。 


設定床温 


ほ . 高 
.め〇 0 〇_〇 〇边 


口守日 

i 午前 

i 午後_ 


麵 iwl 




t — ブ運転 


運転スイツチを巧ず 
(■) とな打します。 
モラー度巧す （ 麗 ） 

と消なします。 


Crystal Digital Display 


運転け， 


夕ず巧'—ま巧ラなザ (nr 


—miTf け 〇霍屢 


タイマーを拉中はななします。 

タイ7—運転悟止みはおなします。 


t - ブ连拓かはおのし、巧協すると'消巧します。 
室あ設定を10で （ F 点設定）にずると呂動的に 
亡ーブ運拓になり点打します。 


巧す （■) と運后【点义）します。 
ちラー度巧す （ >1 ) とお义します。 



オープンポケット巧操作部のち称と働き 


■ 


■タープンポケットの開閉 

參オーブンポケットを庭く巧し这むと、ゆっくり出できます。操作後趕く押しちどずと□ツクしで止まります。 

闇 ill 編赛1；^§1讀111議111類111讓鑛議 ill 


■操作音について 

参操巧ボタンを巧すとピツと音びします。 
♦誤操巧をするとピツ音が2◎します。 


時舒お敢スザりを!'; 


[ストーブ床暖房 J 厘をと[ストーブお独 J 運を 
をの0巧をます。 


f 時 It 台せ J …現を畴刻ををわせる 
とぎに「時計させ J 巧 a じします。 

[タイ7-させ J …タイ7-它ット 
時効をさわせるとま「タイマーさ 
せ J の里にします。 
f 通な J '''現巧時刻やタイ7—じッ 
卜時刻をさわせたら、通ち巧巧中は、 
[遇巧 J に化すちどしでください。 


が力調節つまみ 


乂力調苗つまみを f 洗!か J か 
ら「大 J の巧で掛かし义力を 
リニアに幸動調節します， 
义力巧節つまみを「自動 J に 
ちわせるとルームサーモじよ 
る白巧巧を（室涵設をポタン 
でま盘を沒定）びでさます。 



翼憑 ^^^^ BBBi l 


時巧の「分 J をさねせるときじ度います。 
時な調節スイッチの化■により、1回の 
巧しの造み方び異なります。 

[時計合せ J …1分すつ密わります。 
[タイマー合せ J …5みすつ変わります。 


タイマー逢起 

逢おスイッチを TAJ にし、タイマーじットボタ 
ンを巧すことにより、タイマーま示が点灯、時刻 
表示にタイマー它ット時刻びお続しで表示され、 
タイマー连あが巧抬されます。 

(タイマー表巧び点なしなければタイマー逐拓は 
巧拍されません。） 

它ット時刻じなると、タイマー表示びお灯し現を 
時刻び表示されで自苗のにち拓び開抬されます。 
タイマーま拓の巧な 

タイマー逢転中にちラー度、タイマー忆ツトボタ 
ンを巧すとタイマーま拓が巧なされます。 


义力爾節つまみを「自動 J にするとルー 
ムサーモによる室涵設定 （29 〜15で、 
10で （ F な設定）]ができまず。 

「岳め」…設定温度を1ですつ上巧 
「ほめ J …設定温度を1ですつ®下 


講酵謂織權 


1回巧すとたーブ廷お。室温び設を温ちよ 
0—定湿ち上 g ずると消火し、一定な度ほ 
下すると自動のにな义@巧に入ります。 

巧度がすと、じープ運をは巧なされまず。 
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が巧は化ずな巧 （ J 旧1君な巧）を®巧しでください。 

參 IA 酱告 I ガソリンなど揮発性の苗い巧は、义災の原因になりますのでお巧に使巧し 
ないでください。 

参主®巧質巧巧、巧れたな油、かの'混じっている灯ななどは、絶対に使用しない 
で < ださい。 

#[ A>±Sl 口’ぶは、化す乂気•雨水•ごみ-离温及び、直射曰化を度けた巧巧にお营 
しで < ださい。 



■給油の瞧のま版とをな 


参を巧バルブを閉じでお巧□ふたをはすし市販の給な器具でな'庙をおなしでくださし、。 

巧 a 計のがび r 滿」をさしたら給'庙をやめでください。 

参給巧□ふたを化すちとどおりに巧めてください。 

•お’莊のおに、水、ごみなどを入れないよラ巧にな恵しでください。 




■お巧□ふたは、確実に巧めてください。 
■こぼれたな巧はよくふきとつでくださし、。 
■燃料切れのをなと空気巧ぎの方法 


巧タンクを空にしないよラにを應しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、を巧経路内に空気びたまり、正巧にを油びできなくなることびありまず。このよラな巧 


さにはなの順巧で空気巧さをしでください。 

1. ミあタンクにお油します。 

2. ストーブのコ管□から、ゴム製ち巧普をはすします。 

3. ゴム巧を油普から巧び巧続しで流れ出ることを巧かめでから巧を巧管ををとどお 
n にス I -ーブに取り巧けます。（巧びこぼれないよラに容器を巧意しでください。） 


運捉開始前の準備と確認 




■巧全装置のたット、取扱上のを意 

I , 巧 化，. V •巧 

初めで馆巧するときや、シーズン巧めには、ス I ブち側面のれ巧のかに指を入れ、定 
巧面おリたットボタン（巧色）を軽く巧し下げでください。 

;:誦 


1」じツトボタン 


rs 、 注"^1リじツトボタンを巧す族は、スペーサをはすしで巧さないでください。 

また、己秒な上巧し続けたり、何回を巧し下げたりなど乱おに取り扱ねないでください。 
定油面器より油びあふれ化たり、ホ义などの異お燃烧の原因となる場合がありまず。 


スぺーサ 









■送巧経おの巧ちれのお認 

•油タンクやち'巧管の接含部などから油ちれ力巧 j : いかどラか確認しでくださし、。 


■電気配線の巧認 

参 齡ま意 I 否源プラグをコンじシトに泪の根元まで巧実に差し化んでください。 

参電源コードが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


::: . rsis 灘動麵麵誦瞧藝 iiii 眉圓圍 ii 圍圓■■圓1 

苗茲11瞧 



■接地(アース)の確認 

参工事説お書にしたびい、接地（アース）びとられでいるかどうか確認しでください。 


■点义の要領とま意 
原喔が換スイツチのたット I 

ストーブ単独で運転する場合は「ストーブ筆巧」に、ストーブ床暖房運転を巧ラ場合は「ストーブ床暖房」に、床暖の 
換スイッチをたットしでください。床暖の換スイッチのたットは運乾開始前に巧ってください。 

垂ストーブ床暖房で運乾する場含 ♦ストーブ窜独で運乾する場合 





♦ 垃 J ま意 I ストーブ左測面の水位計で、シスターンタンクの規定水位（上 
限水位と下限水位の間）まで循環水（コ□ナ床暖房巧循環液）び乂っでい 
ることを確認しでください。循環かび入っている場含は黄色になります。 
循環水は上限な上入れないよラま意しでください。 

水位び下限 UA 下の場さは、床暖房き巧補巧液を入れでください。 




•ス I -ーブ內部や温か配管接を部から水ちれか’ないか確認しでください。 

参床暖パネルの温水配管の違中にバルブを取り巧けた場をは、必すパルブび開いでいることを確認しでくださし、。 


■運乾中に巧暖が換スイッチを操作した場さの注意 

むやみに、ストーブ単独^ストーブ床暖房にのり換えないでください。循環かのつまりの原因になります。 

参 タトーブが延タト却す難暖扣 •••自動的に一宜消火し で、 約巧〜 20 かおに再なルし.ス I -- ブ巧暖房運短を開始しま 
す。そのとき、「ジュ ー J といラ循環がの霖凳音び舞をすることびありまずび異常ではありません。なお、熱なサー 
モのが態によつでは、再点义をちストーブ窜独のままの場をがあります。この場さは運転スイッチを一旦「の J にし、 
巧巧したあと（表示ランプ類消な後） 4 〜 5 分経過したあとに、「入 J にしでください。 

♦ 1 ストーヴ凍巧巧ィ文卜^プ 輿勘..•運おはそのまま綱続します。しばらくしで「ジュ ー j といラ循環かのお発音びし 
ますび異窜ではありません。ますび異常ではありません。 





































1. 時刻表示力巧見を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. スーブンポケット巧の床暖の换スイッチを「ストーブ巧暖房 J にさねせ 
で < ださい。 

3. ま起スイッチを巧しで r 入」にしでください。 

自動的に、巧のよラに運転（そ備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ火 
力菊節 r 寺動 J (がみ〜大）のおさは設定窒おの表示はありません。） 



•すーブンボケット巧の义力韶節つまみで f 有動适乾 J と{■寺動運お J が設をできまず。 
ご希望の運転方をでご使用ください。 



■ストーブ义力調節 r 白動運お J のおさ 

•义力調節つまみを r き動 J にさわせてください。設定室‘温と部屋のが巧に応じ 
た义力で燃焼します。 

蠢時計合せは 11ページ (■現を時刻の調節方を J を參照しで巧ってください。 








-通おランプな巧 
• 設定室沼表示点の 
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■ストーブ义力調節「寺動運新 j の場を 



•オーブンポット内の乂力調節つまみを「微か」から I ■大 J の間のご希望の位置 
にさわせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、予摘燃焼び終了ずると乂力調節つまみの設定乂 
力で燃焼します。ただし、予備燃焼を、約4分間は最大乂でになりません。 
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室温の調節 (自動運活）_ I 


才ーブンポケット巧の义力調節つまみを「自動」に合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますので巧のよラに調節しでください。 



•室温設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

♦ 「粗め J を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でから 
はいきなり10で （ F 点設定）となります。 

参10で設定の塌ちはじーブ運転表示ランプび点口し、ブ運起 
となります。 


ス I -ーブ义力調節[自動」運転時に、微か义のでち室温び設定室温よ0上昇する場さ、設定室温より約3で上昇すると 
自動のに消义し、設定室温まで下びると点义動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを 
巧ぎまず。 

参室温設定ボタンにより希望のき温設定後、 t — ブ運起ボタンを巧しでください。 

它ーブ運転表示ランプびなのし、 t — ブ運廣となります。 

参たーブ運拓ボタンを再度巧すことによりたーブ運転き示ランプび消え、たーブ 
運お醒除とな0ます。 

室温設を10で （ F 点設定）で使南中、設定室温を15で1^1上に上げるとた一^| 

I フ谨お表示ランプび消え、自動的にお除されます。 ) 



义力調節 (手動調節一手動運転) 


室'温設定による自動運乾の他に、乂力調節つまみによるま動义力調節び巧能です。 

巧のよラじしでください 

•义力調節つまみを I ■微か J から「大」の間のご希望の位置にちわせ 
でください。 

表示部の設定室温表示び消えで乂力調節つまみの設定义力で燃焼し 
ます。 



■おのが態 

ストーブの据を巧けやおが気筒の設置条件で、おはをかを化します。 

春おのが態は.まい紫の中にいくらかの黄をい聚 （ to 災）が溝じつでお窝需ではあウません。 

曇紙びがえなどをずる場食は、ぶを巧節ごまみをスライドさせで、難を巧燃えのないように顯舒しでくだをし、 


ilEii 





















ストーブ床暖巧運転の場を、循巧水び設定湿度になるよラに、自動的に湿度調節されまず。又、設定床温表示ランプに 
快趕マークびついています。快ちマークは、床暖パネルの力一ぺット表面をほぼ33〜34で（床暖ノ X ネル3畳の規合） 
になつ循環水温巧を示します。ご参考にされると便利です。 



1. 巧に温度設定しない巧をは、自動的に快適マークのの垣（設定床通 
表示ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2, 床あ調節ボタンを巧すとなのよラに床適調節でき設定巧湿表示ラン 
ブち移動な巧します。 

• f ほ J ……1回巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示が 
左側へ移動。 


•情]……1◎巧すたびに設定温度を6で上げ、ランプ表示び 
ち側へ巧動。 



運乾停止（消义) 


(消义順 




運おスイツチを巧しで r の J にしてください。 

運あランプが消: a します。 

燃巧きがち却するとき動的に燃焼巧ち風お、宿巧ポンプ（ストー 
ブ床お房運転のみ）ぴ存止し、時刻表示ながのずべでのランプが 
おなします。 



む巧 


消义後、再点义するときの注意 


垂燃巧中に誤って窜源ブラグを巧いたり、巧拓スイッチを r の」にすると、巧点乂安を装 E の衝きで、ストーブび巧卸 
されるまで巧な义できません。 

ただしおお的な'消义揉た（お3秒な巧）の巧さは、そのまま燃巧が継続されまず。 

参巧電持には、必す巧巧スイッチを「の J にしでください。 


現を時刻の調節ちミ去 



1. オーブンポクット巧の時計現節スイッチを r 時計させ J にします。 
はじめて®巧ずるときや、巧源プラグを長時間抜いたときは、時刻表示 
は0 : 00を表示します。 

2. 時計調節の r 時」 ■ r 分」ボタンを巧しで現を時刻を合わせまず。 


例：午前6時15分にちわせる巧さ 


時 S 


〇分 

1 




時計•タイ7— 

LB \：\0 0 



時計•タイ 7- 



① r 時」ボタンを巧して"午前6 : 00"にしまず。 


③ r 分 J ボタンを押しで"午前色：1 5" にします。 





















3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 


時計-タイマー 
ちせ台せ_ 


他ザ時許酒绩巧龍を議趣麵鐘議誦; iiani 繁茜囊§*議顧藝議||議11 


■運乾時刻のをわせ方 


r 時計 

• タイマー 

時計^ 

ちせ^ 

遇’吊’ 

タイマ- 

始せ. 


タイマーの使用方ま 


1 . オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイマーさせ J にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンをがしでタイマー点义時刻を合わせま 
す。（■分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場さ 



時計•タィマー 


島]:關 


時仁） 

- * 

ぶ 

) 分 

- fj 


巧 


時計•タ イマー 

「を••日-巧 


①「時 J ボタンを巧しで"午前6 : 0 0"にします。 ⑤ r 分」ボタンを押しで"午前6 : 3 0" にします。 

これでタイマーじット時刻び記憶されました。 

f 日寺 it . タイマー^ 3. 必す時計調節スイッチを「通萬」位置にもどしでください。これで時刻 

I n* U 'll 涵萬 1l My っ 1 表おには現巧時刻が表示されます。 


時計-タイマー 





■タイマー運巧方を タドづプ巧暖房覆転賊 

- M 1 . 運転スイツチを巧して（■入 J にしでください。 

S C 燃烧中の場ちはそのままです。） 

2. 運おするときのご希違の室温又は、义力に合わせでください。 

_J 3. 床湿調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度にさわせでください。 

(ストーブ床暖房運転のみ） 

__ 4. タイマーたツトボタンを巧しでください。 

f ni 時刻表示にタイマ ー t ツト時刻び表示され、タイマー表示ランプび点口 

タイマ nlni ツト し、タイマー運転に入りまず。 

- -^ (この時、燃焼巧送風機が10分間運振しますび異常ではありません。 1 

♦タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマ ー t ツト時刻び表示され続けます。 

参運賠中にタイマー它ットボタンを巧すと、ス I プは自動消乂し、運起を停止します。 

♦タイマー澤おは、運振スイッチが f 入 J にをつでいないと逢転が閣始されません。 

•於だかけ巧ときのタイマー活父は涅けで<だ避い。 


■ タイ 7 —運起 のおお 

「 (T ◎つ 時計•タ イマー 

3 ,'。|••巧幼 


•タイマーじットポタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消なし、時刻表示に現在時刻び表示され、 
タイマー運乾びお除されます。 

参このままであれば自動的に運乾を開始します。運転を停止する 
場さは、運をスイッチち「助」にしでくださし、。 





タイマーの使巧方法 


■タイマーたツト時刻-現を時刻の確お 



規巧時刻の巧認 


時計-タイマー 


時計; 

I 通常 I 

イト 

含せ^ 


細 


タイマーじツト時刻のお孫 


①持計調節スイッチを r 時計をせ J 文は[タイマ 
一含せ」にさねせます。 

@現在時刻又は、タイマーじット時刻び時刻表示 
に表示されます。 

⑤確話を、時計調節スイッチは、必す r 通常」の 
a にちどしでください。 



、ジ 


卜八ーナに油をためてしまったとき 



参ずぃット巧に;巧がたまった巧を、このまま点义揉ホをずると異巧が烧した0、な义不良となります。ボ□巧などでポッ 
卜巧の'巧をのいとっでください。 （17 ぺージ r ボットバーナの掃巧 J を参巧。） 

ポットパーナじ巧びたまったことに気付かないで点义したときは、ポットにたまった巧が燃えつきるまで巧が大きく 
なっで燃焼します。 

このよラなときは、すぐ運転スイツチを r の J にし、たまつたなびがえつきるまでそのままお待ちください。このと 
き單漏コードのブラヴは巧かないでください。 



モニターサインについで 


ストーブにトラスレび巧をすると、トラブル茵巧び設定きお表示に記君表示（モニターサイン）されまず。 

この巧さお号表示の内容を、ストーブ在側面に巧刷されたモニターサインーち表、または 19〜20ぺージ f が巧•ち巧の 
見分け方と姐置方る J をご芭の上、必要な処置をしでください。 


使用上のを思 


巧堤バネルの温度調節 


•床頃の'温度調節は、足元（床おパネルの表面温度）の温度朗節のため、部屋を体の温度調節ではありません。 
力ーペットの表面が熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分を憲しでください。 


循環水の凍結す巧（循環あのま入) 


寒冷がだけでなく、暖かい地巧でちまお予防及びな$予防のために、必す循巧液を入れでください。 

垂循棵液は必すコ□ナ床巧房用循現巧（別売品）をご使苗ください。他の不凍巧を使巧したり、混さしたりするとが品 
の寿命び巧くな0ます。 

•循巧巧は3ホを目巧に入れかそでください。（巧おした循環液ち含む） 


結露水の姐理 


♦俳巧宫に結 S 水びたまった巧をは、お頁い巧めの販売店に点檢をの巧しでください。 

本塞の r 特にを意しでいただきたいこと（巧をのために必すお巧0ください) J の他に、巧の項呂についでちを意しでく 
ださい。 _ ___ 

参上面ガードは、地震などにより巧燃物び落下したとまなどに义災を防止するためのちのです。やむをえす巧0はす 
した场さは、化すちとのが腊に取り巧けでおいでください。 

垂クリーニンヴ店、美容院などの化等巧品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽巧に使用しないでくだ 
さい。 

参墅び発をしたとき、密（誘導函）により一時的な逸學圧びかかってち、過巧圧防止装置が機器を保譲するしくみに！ 
なっていますび、大きな蜜（直單雷など）の巧含は、覃そ部品を損傷するおそれがありますので、巧源プラグをコ！ 
ンじントから巧いで〈ださい。 
















地霞（麗度約5^1上）や強い振動、衝撃を受けた場含、 
自動的に消义します。 

モニター サイン E 3表示 


地展によって作動した場を、周囲の巧燃物、ストーブ 
の損傷、油ちれ、おが気筒のはすれなど異萬びないこ 
とを確認してから再度点义操作をして<ださい。 


点义安全装置 


異常燃焼を防止するため、点义ヒータおよび燃焼巧ち風機に逼電される前に、巧'逆び流出しない宿造になつています。 


停電安全装置 


停電や電源ブラブびなけたときは白動のにお义します。 通電を設定窒温表示にモニターサイン E 7び表示され 

( 1拽下の停電の場合は燃焼継続） ます。 

•巧運振するときは、時計などのたットをしでから、 
運おスイッチをち度 r 入」にしてください。 


•その他の装置 

再点义まを装置 


消义直後、ス I ブびち巧しないラちにち点义操作をしでち、燃焼室の温度び一昼冷却しでからでないと燃焼しないよ 
ラになつでいます。 


不着义検出装置 


着义不良のため、点义操巧を約20分経過しでちの替サ 
ーモスタットびのり替わらなレ場ちは、運拓を停止し 
ます。 

モニター サイン E 2表示 


不着乂の原因を巧り降、き（ポットパーナ巧に'巧びたま 
つたおさは取り除さ）点义操巧をしでください。 


循環が過昇荫比装置 


循環水び極端におみするなどのために、熱巧換器出 □ I 
温度び95でな上に上昇すると、白動のにス I ブ軍独 
運転にのり替えます。 

モニター サイン F 1表示 


•ス I ブを一昼消义しで循環水過昇原因を取り除 
ま、点义揉作をしでください。 

• なおち異常びある煩ちはお買いホめの販売店にご巧 
談< ださい。 


過電流瞭止装置 


巧部配線のシヨートにより過電流が流れたとき、覃流 シヨートの原因を取り除いでから電流ヒユーズを交換 

ヒユースカ 《 のれ、すべでの運転を停比します。 し、点乂揉作をしでください。 


過具荫让装置（まをサ-モスタット：105で) 


ち却巧送風機び巧障したり、ファンフィルターびごみ 過昇原因を取り除いでから点义操ホをしでください。 

やほこりで目詰まりすると自動のに消义し、ストーブ 
の過熱を巧止します。 

モニター サイン E 4 表示 










排気含の接続部びはすれたときや、排気き巧け樣巧巧 
リードおびはすれたり、が線したときには、巧を装置 
びが動し、モニターサイン E 5び点‘なし消のします。 
がな管巧けお知装置が作動しでいるち合は、モニター 
サイン E 5び点のしな义できません。 

が気管抜け巧知装置にたよらす、おが気筒や延長管を 
居に1度は点おしてください。 


原因を謂べ、処置を点义操巧をしでください。 



が気芭巧け検巧用リード線のゆるみまたは、はすれ’ 
のれびないか確認してください。 


■: 一 _燃焼用送風機異常横出装置_ ■ 


燃巧巧を風機の回転数が冥ちにお下するとストーブの 

•夏なお下の原因を取り除いでから点义操がをしでく 

運起を居化します。 

ださい。 

モニターサイン EA 表示 

• なおち兵巧がある場さはお買い巧めのお売店にご巧 


談< ださい。 


K 安きサーミスタ_ _ m 


ストーブの上面及び側面が旧われでいるときや、スト 

•遇昇原因を取りおいてから点义操巧をしでくださ 

ーブの前面に巧害物などびあって、ブリント配お板が 

い。 

温度び73でな上に上异ずると、自動的に消义します。 

♦ なおを異常がある巧をはお貢い巧めの巧売店にご相 

モニターサイン E 0表示 

談ください。 


8•曰常の点検•寺入れ 


点横、ま入れのとさの注意 


点お•手入れは消乂を、ポットバーナが巧却してから、必す巧源プラグをコン忆ントから巧いて巧つでくださし、。 





■■■1 


論 ！!I 



点検、ま入れの必要項§、時期、方法 


■周圓の巧燃物（な巧ごと） 

参防 S ま意 I スト-ブの周囲は、推に«理•掃巧し、がえやずいをのを*かないでください。 

■ほこ0 • 巧れ（使用ごと） 

♦ほこ0や巧れをそのままにしでおきますと、巧びしみたりして危巧です。 

ストーブはいつち巧潔にしでご使巧ください。 

■油をれ-巧のたまり-、油のにじみ（使用ごと》 

♦置台*巧タンクに'猫ちれ-巧のたまりや’油のじじみびないか、ときどき点巧しでください。 

又、給巧の照にこぼれた巧巧は、よくふきとつでください。 

班‘嚇嘯娛 I 晴麟側 t 接* i 權瑶纖 i '• ……… 

■ゴム製送油管の点巧-交換の呂ま（シ-ズン巧め） 

参ま意 I ゴム巧を巧《は、 a 巧で巧なしないで < ださい。 

屋がでの使用は禁让されでいまず。 

•匡巧でゴム巧を巧爸を使巧しでいるときは、おお、収縮、変質、をお、ひび割れびないかお現し、夕点のあるときは 
巧換しで < ださい。 

巧巧の目まは、3年に一度です。 











■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

•ミをタンク巧は水やごみびたまりやすいちのでず。給'巧のとき、点検しでください。 

ミをタンク巧の水巧き及び掃除は、巧タンク付属の取扱説明書に従つで巧つでください。 


■給排気筒の接続部のゆるみ及びトップの周囲 (月に1回程度） 

♦お排気筒及び、トップの周囲に障害物び置いでないか、ときどき点検しでください。 

♦おが気筒びつまりますと、不完を燃焼をおこしまず。シーズン巧めには必す点検し、くちび窠をつくつたり異物が入 
つたりしでいるときは、必す掃除しでください。 



参お排気筒及び、排気管の接続部びはすれたり、排気管巧け検 
巧巧リード線びはすれたり、断線しでいないか巧巧してくだ 
さい。 

♦給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けるとき、排気管 
の接続部の部にはめこんである〇リングが破損しでいないか 
確かめで < ださい。 


破義しでた頒をな*寂頂い巧め (：» 雜爸にな操を胃レ; 

^歷賓繼議麵麵藝謂謂 iiiiii 賴骗證顏;; fiiii 画 f も ifii 諭11謹謡語香 


■定'油面器のストレーナの巧巧（適時） 

•定ミを面器には、ごみを除くためのストレーナびついています。 

ごみびたまると、な巧の流れを巧げで、十分な义力び出なくなります。 
巧のよラに掃除しでください。 



止めねじ 


1. 巧タンクの送'进ノ\ルブを閉じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差しこんで、ミをガイ 
ドを巧り、その下に容器を垣いでストレーナの止めねじをゆ 
るめではすしでください。 

定油面器の巧れたな'莊やごみがを部流れ出ます。 


3. ストレーナを巧り出して、きれいなロミ由の中ですすぎミ先いを 
しでください。（水で洗わないでください。） 

貨繼麵襲麵麵 麵 自^^!麵 麵誦囊: 

參ストレーナゴム; t ッキンを忌れめぶうにしでくだを 

を誦課麵薩藝麵誦麵麵輸薇觀靈讚義麵顚廳謙 iiliillli * 
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■冷が历送風機の掃な（巧時） 

•ち却巧送風機ファンにごみやほこりびたまると、送風方び弱くなり、音び大きくなつでくることびあります。このよ 
ラなときには、ち就巧を風機ファンのほこりを取りおいでください。 

参ストーブ後側の冷就巧送風機ファンフィルターをはすし、ブラシなどで静かにほこりを取り餘いでください。 

♦掃除終了後、フアンフィルターは、必すちとどおりに取り巧けでください。 


■冷卸巧送風機ファンフィルターの掃除（適時） 

•ファンフィルターびごみやほこりで目ブまりすると、巧風力び弱くなりが気温度上昇の原因になります。〔過昇防化 
装垣（安をサーモスタット）の働きで運括び停止する場をがあ0ます。） 

巧の要領でス I -ーブ裏面のフアンフイルターの掃除を巧つでください。 



1. 左因の矢 E 日のよラにフアンフイルターに力を加えなびら弓 I き 
出し、ストーブ裏面から巧りはすしでください。 

2. ブラシなどで フイルターの ほこりをおり除いでください。 

3. 掃除びおわりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


赔 P 




























■点义ヒータの点巧（シ-ズン巧め） 

•点义ヒータや点义しんにずずびはちしますと、巧熟びほ下したり、巧の吸上げび悪くなったりしで点义しにくくなり、 
ち义不良の原因になります。 

点义ヒータのお着は入をじ巧ラ必要びあ0ますので（燃お南空気の気を巧な持のため)、必すお貢い巧めの販売店に 
依療しでください。 

■ポットパーナの活巧（适時） 

♦ 「ごミち意| »胤ま、ストーブを消义させ巧分巧®しでから、巧ってください。 

ない巧巧で巧ラとやけどのおそれびありまず。 

•ポットバーナにすすびついで炎のおび不揃いになったときや、ポットバーナの底にすずやカスがたまりすぎで巧义ぴ 
おそくなったときは、巧のよラにしですすを取り除いでください。 

,! 1•上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃巧茵ふた押えを取っ 

でください。 

中ふた 2.燃巧筒ふたをはすしでください。 

^ 3•スケルトンは中ふたに取り巧いでいまず。スクルトンをガラス円商 

4 にあてないよラにしで、取りはずしでください。 

まねず 4•燃焼リンブをまねしで取り出しでください。 

己ボットバーナお部の下部整が筒を取り出しでください。 

い 6.点义ヒータ、点义しんをいためないよラに、ポットノ X —ナ巧部のす 

すをドライバーなどでかきおとしでから、巧などでふきとっでくだ 

~一！/, J 居 さい。 





ポツトパーナ 



スケルトン脚 
スケルトン 

燃焼 U ンヴ 
下部整な窗 


7.組立での巧、燃焼リング及び、下部ち炎商は、左図のよラに正しく 
お実に取り巧けでください。 
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殺 fe 接-;福む. 


■反お板-ガラス巧筒の掃な（適時） 

♦ r ごま意 I 捆巧は、ストーブを消义させなか巧巧しでから、巧つでください。 

热いが巧で巧ラとやけどのおそれがありまず。 

♦反射お及び方ラス巧筒にほこりびたまりますと、反射効率び悪くなるばか0でなく危巧ですので、巧の夏巧で適時巧 
おをしでほこ0を巧りおいでください。 

— 'を I 1. 前面ガードをち側の固定ばねに個）からはすしを側にまわしで 

^^.[11 ム。’川,| ください。 

, 2. ガラス円筒を割らないよラにな意しで、おが機などで巧巧のほこ 

^ A - —^ 7 りをきれいに捕瞭しでください。 

ノン 3. やわらかい巧などで、反躬あ及びガラス円筒をきれいにおいてく 

ださい。 

r ^ 4. 巧瞭び終わりましたら、ちとどおりにたツトしでください。 



固定ばね 

I 


IHtaB か■ド狀が1/«诚巧が將< だまい， 


前面刃ードのたツト 









■温が配管のがちれ巧認（適時） 

参ス I ブ内部や温水配管接続部分からかちれびないことを確認しでください。 

■巧震などの災害び発生したときの点巧について 

♦地震などの災害び発ちし、ストーブに振動や衝撃が如わったときは、運お前に必す巧の点検を巧っでください。 
-お島简筒まわりのはずれ、ちれの確認 
-の巧配管からのをれのお詔 

点検で異常び見つかった場台は、お買い求めの販売巧に修理を依頼しでください。 


9.定 ffi 点検 


長期間ご使巧になりますと、ス I -ーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーブン終了をなどに、お買い上げ店又は、修理資をき〔(財)日本石油燃焼機器保守協ミ （TEL 
03-3499-2928) で巧ラ巧術管理講習を修了若 （ S ミを機器按術管理±)など）のいる店などにな巧依頼されることをおすす 
めします。 


■ガラス円筒內部の掃な（適時） 

•に i ま意1巧なは、ストーブをお义させな分を巧しでから、巧っでください。 

おいげ態で巧ラとやけどのおそれがあ 0 ます。 

参長期間の使南や、巧だまりによる大燃焼のをにはガラス円筒びすすけることびあります。 

巧ラス円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、 17ページ 「ポットバーナの掃除 J の項にしたびい、スクルト 
ンをはすしてガラス円筒を掃除しでください。 

震!顧讓 S 麵麵誦誦誦壓編麵誦誦麵瞧画誦圓 ills 麵麵誦麵 I 圍顏覇^^ 
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■循環がの補給（適時) 

A り ■ .ん 若-.し 

を .I : ro 

が立巧； 瓜；: —nniTj 

補巧液 

グ な rzjii 丄。 

二：!:口 


シスターンタンク巧の循環水は、かしすつ霧発しますので、ときどき確認 
しで、循環水が不足しでいるお含は、そのつど規定水位まで床暖房専巧補 
巧液を補給しでください。 

♦お水□扉を開き、巧暖房専巧おな液を上限がのまで追加しでください。 
1^13管などからの水ちれで捕おする場合は、床暖房用循環巧を入れて^ 
しください。 J 
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使用中に異常び'ありましたら、次表により原因を調ぺで処垣をしでください。 

原因のねからないときや、処宙のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客 
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※設を室温表示にモニターサインが表示されます。 
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■部品交換のとをのを憲 

注意1 不完まなを巧、 MS はを巧でずので、巧品の巧巧、拥沒び必要の巧さには、お巧いホ 
めの販巧ほ文は、を理巧巧さ〔(お)曰本5巧が燒巧器お巧谅ミで巧ラ巧が售巧溝登を侵3さ 
(5 巧巧器巧術昔巧±)など）のいる販巧店にご巧政ください。 


部品巧巧は： □ D ナが6正部品とご指定ください。 



12 .保管 (長期間使巧しない場さ) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点檢•ま入れの項を参照し、巧の 
要領で保管して < ださい。 

■寺入れのしかた 

1 . 垃ま意] ■巧プラグを化ブコン它ントから巧いてください。 

2. '油タンクの‘な'巧は、すっかり出してください。中に水分やごみび巧ったままにしでおきますと、巧タンクがなをす 
る原因じなります。 

3. 定巧面おのストレーナをはすしで、水分やごみを除き、定巧面おの中の巧巧を抜いでください。 

4. フアンフィルターのごみやほこりを取り除いてください。 

5. 前おをはすして、掃巧機などでの部のほこりを取り餘いでください。 

6. 塗装部分は、湿った巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼きのサビなどびある所をペーノ X — で磨き[■捕修巧のを巧 J (別売お）で室装してください。 

■巧管ち法 

1. きれいになったら、お巧した巧巧にお倒しにしないでおしまいください。 

2. 床頃のお含を接続したままで保管する巧さは、上お水なまで巧おしでおいでくださレ。 

3. ストーブ内の循毋水を抜いで巧有するおちは、エアー巧きバルブを開いでおさ、エアー巧きバルブ配宮巧ち巧燥さ 
せでください。 

4. r 取扱 説 巧塞 J は、大のに巧爸してください。 










型 


或 


め 


呼 


び 


覆': 


点 


火 


巧 


類 

す— 


使 


巧 


が 


巧 


なおおまち 


巧熟量 
及？ m 腳 


床暖房遇括' 


ストーブ堂お爱巧 


巧お房建転 


スト-ブま兹这を 


摄 大 


最 ル 


叢 大 


唐 か 


最 大' 


最 ホ 


垣 大 


巧 ホ 


: UH ず 65 GR 


ポットす • 屋內巧‘強制給が気お-白が対流お-床暖房用 
電気点义す 


巧'ぶ （ J に1号なミお） 


0.78 L/h 


0.22 L/h 


0.768 L/h 


0.198 L/h 


28,890 kJ/h 


熱効率86,6% 


8,150 kJ/h 


熱効率 83.8% 


28,450 kJ/h 


熱効率 86.0% 


7,330 kJ/h 


熱効率 78.2% 


巧巧ち巧お 


巧 大 


巧巧出力 


預 ル 


ストーブを驻巧お 


を ホ: 


巧 ホ 


巧大巧暖巧出力（巧環巧をお) 


6,95I<W 循環水量 150L/h 


.90kW 循環水量 100 L/h 


e.SOkW 


1 .59kW 


最大燃焼時 l.SlkW 


循揚が量 1 日 01 _か 


熟 


效 


お' 


な 高 


巧 低 


86.6% ( 床暖房運輯目盛大のとき） 


78.2% ( ストーブ単独運睦目盛微かのとさ） 


ががあ'き 


床堤お适拓 


Jfi 照化 


寒巧が 


又'卜ーブを巧巧を 


おお地 


寒冷が 


本 


化 


か 


容 


:;需:; 


巧巧巧巧お交巧器の最巧搜活压力 


木造 29. 日 rrf (18 置）〕ンクリート 41. 日 m (25 置） 


木造 29. 己 rrt (18 置）コンクリート 48.0 が （ 29 置） 


木造 29.5rTt (18 置）コンク 1 」ート 39. 日 m に 4 置） 


木造 29. 日 m (18 置）コンクリート 46.0m* に 8 置） 


2L ( 器具の蔵シスターン上限が位時） 


シスターン大気開放 


外:::;:^::'：'.';::.:^:'!:^' 

瞬 


；; 讀: ち; H 3 : 

堯 

高さ600 mm 幅 748 mfii 奥行 365 mm (置台を含む） 

萬を::: 記;^ 




巧.:;'';;':; 

35 k 旨 

^ぉ讓 B 豁^ 

1 巧 

及 

び周浪 

雜:; 巧 

100 V 50 HZ /60 HZ 

:遠讓 を謂":; 

消巧巧力 


m 

房 運 

起 

点义陪 103/107 W 

最大燃焼時 51/57 W - 最ル燃焼時 36/42 W 


卜- 

ブ巧独巧 

精;:;;;; 

点火時 82/84 W 

最大燃焼時 26/27 W - 最ル燃焼時 11/12 W 

巧パネ 

ル 

の 

お続が 

軒就; 

4.日〜16.日 nrf (3 薑〜10置）（最大臓焼時） 

通水 

お;:: 

:.苗:' 

お続 

〇 

列径ホ8 mm ニップル 

抬が巧 

筒 

の型すゆ呼 

ヴ 

QU 4-3 

搶が 

気窗の呼び 

接 

D 40 

給が巧巧の壁巧狙なのみ径 

ホ7己 誦 

が巧お度 

お 

应 

圾 

房 透 

报; 

2已0でが下 

ス: 

h — 

プ巧巧谨拓 

%0で]^下 

お 部 

ヒ 

をち.:::::贵:お ro 

ス 

百 A 


ま 


.''装 叫..;;:: T ' 

置 

が震白動消火装置 ■ 点义安全装置-厚雲安ま装置 

そ の 

化 

の’お' 

宙 

再点火安全装置-循環水過昇防止装置-排気管巧け検知装置 ■ 過電流防止装置 
過昇防止装置-不着乂お出装置 ■ 燃烧巧送風機異常検出装置-ををサ ー S スタ 

が 


萬 


ぉ 

置台1陋■パックチユーブ 2.5 m ■ 本1本固定を具2個.ホースバンド2個 
をが気筒じット1捐■スリーブ1個 ■ 壓熱板1個-コム襄送油置紹巧バンド2個 


備害）-標準適室は、な団法人-曰本ガス石;'由機器工業をの賣定基準によります。 










14 •アフターサービス 


■保証についで 



N : i - i 户弓;論ふ -jT 户二，号串 
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染錶幽お、まな雜 WM ； 
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おえ巧けやお動工事は販売店または、据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据え巧け場所の選定及び標準据え巧け例 


据え巧けについでは、义が予防を例、電気設備に関する按術暮華など法ちの基準があります。工事説明書（工事編）の 
『特に'注意していただきたいこと（ををのために必ずお守0ください)』をお読みにな0、販売店又は据え付け業者とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け倒」についでは、下因を参照しでください。 


標華据を巧け例 


♦お熱板を取りはけないお含は、 A す萊を30伽な上じしでくだをい。 
♦が辕> ま入れのため、 B 寸をを如伽な上にし t くだまい。 
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•測ち障害物は、両側じあってちよいび給排気筒と跨害物、巧燃物との拒班は 45 cm な上とってください。 

参前方に棋や建物びある場合は給が気筒先端と前ち障害物との距離は 60 cmUUi 離し、かつ上ちおよび両側方に気流を 
阻止する障害物びないよラにしでください。 

•給拼気筒下面は地面から200 nm 上離ずよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさがれるお 
それのなレ高さを確なしで < ださい。 

參木造の建物で塞にメタルちス繫り、クイヤミス幾り、またなを属お狼0をじ t ある巧兩に鞍排気货 I を通ずとをは、 
それらのを®巧に接しないように谭気的瓶ををしでください々 
参壁に巧をあける谢さ、壁の的都にある巧巧おが-ガス.水をのお毎にあた6ない頒巧をおかでくださも V ふん.； 


給が気筒を延長ずる場含の注意 


参給が気筒を延長する場合は、 3 m 3 蓝がりな下で取がけられる場所を選定しでください。 


積雪地区におけるま意 


♦積雪のをい巧ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取巧場所を還定しでください。また、風がよどむ 
よラな場所では、ががスを再度のい込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据え巧け後の確認 


据えはけび終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の『特にま意しでいただきたいこと（ちをのために必すお守 
りください)』をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認してください。 





















試運おは販売店又は提を巧け業さとご一緒に必す巧って < ださい。 

■逢お華備 

♦ IA ミ主意 I 電巧プラグをコンたントに巧の根元まで巧ミにさしこんでくださし、。 

•巧タンクに給巧し、ち巧経おの空気巧きをしでください。 

•を'泡経おやストーブより巧をれがないか度話してください。 

參拓管途中にバルブなどびあるおさには、を開にしてください。 

参安を装置を t ットしでください。 

〔定巧面おリじットボタンの它ット〕 

参タイマー逢おになっでいませんか。 

■循環液の給が方法 

1 . 給水前に エアー 巧さノ X ルブがを開になっていることを巧現 
しでください。 

(エ巧出荷時には開いでありまず。） 

必すを開にしでください。 

2. ス I ^ーブ左側面の水位計で、シスターンタンクの規定か位 
(上限水位）まで循巧液（コ□ナ床暖房巧お巧液）を入れで 
<ださい。 

3 . おが部の巧おの換スイッチを「ストーブ床お房」じたツト 
しで < ださい。 


ん運起スイッチを押しで FAJ にしですぐに f の J にしでく 
ださい。 

参この操巧で循環ポンプと燃焼巧を®おびお8分間運ちしま 
す。 

•運おスイッチが「入 J のままですと、点义ずることびあり 
まずので、必す「の J にしでください。 


5. 器臭の左茜面にあるをきと戻り兩方の湿かジョイントのコ 
ックを、「開」にしで<ださい。 

6. シスターンタンクの水位が下びりおめまずので上限水位ま 
で循現液を給水しでください。 

(シスターンタンクの水位び下びらなくなるまで給水を続 
けでください。） 

参循巧液のお水び終了ずる前に循巧ポンプび巧止したおさに 
は、また運あスイツチを巧しですぐに r の」にしでくださ 
し、。おおポンプび再度約8分間運転しまずので宿環水の給 
水を継続でぎます。 

参お水亞管施工などのお係で、エアー抜きバルブではエアー 
び巧けさらない場合は、なのちをびあります。 

<湿水往き□のコックを閉にしで温水配度接統をはすし、 ' 
コックを閲いて循環水をかしずつ流し、エアーを按く 
^ (循環液がこぼれないよラに容おを巧意しでください 。） ♦ 



















7. シスターンタンクの水位び下びらなくなつたら循環液の給 
かは終了です。 

エアー抜きバルブを f 閲 J にしでください。 

♦循環ポンプの運括音び静かになりまず。 

8. 温水配管路に、水ちれのないことを確認しでください。 

参運おの途中で床暖パネル等にかちれびあつた揚ちは、循 
環ボンブを停止させでください。巧暖の換スイツチを 
「ストープお独」にの換えることにより厚止させることび 
で妾ます。 

9. 異常のないことを確認したら完了ですので操作部の床暖の 
換スイッチを r ストーブ華な」にの換えで循環ポンプを停 
止させでください。 



■運稳 

♦運おは、ストーブ床暖房運転で巧い、正常に運おすることを確かめでください。 



1. 操巧部の巧暖の換スイッチを「ストーブ床暖房」にたットしでくだ 
さい。 

2. 運転スイッチを押しで「入 J にしでください。 

参ストーブはな乂動巧を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち含 
(ネリ使巧時）び数抄しますび異常ではありません。 

参 L ごま意 I 巧めでお使いになるとぎは、がお i 塞ななどび規けで 
煙と臭いびでます。おをあけで巧屋の巧気をしでください。 

参お9〜12分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのり督わります。 

3. 温か配管経路に、かちれのないことを確認しでください。 
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4. 異常力*なければ、义力調節つまみを I ■微か J 〜「大 J に設ましで 
ください。 

しばらくしで床暖ネルび暖かくなることを確認しでください。 
参炎のが態は、青い《の中にいくらかの黄色いお（ホ义）びまじつ 
でち異萬ではありません。 
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自動 

♦ 

手動乂力調節 
微かル中 大 
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■消义のま順 

勢お;兰或が擾議1範 

参運転スイッチを巧して「の J にしでください。 

運転ランプび消のします。 

燃焼塞がち却すると自動的に燃烧用送風機、循環ポンプカ*停止し、 
時刻表示巧のすべでのランプび消なしまず。 
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お客様ご相談窓口一覧表 I 

修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、お質いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依頼ください。 

ご捉居やご贈爸話などでお困りの場含は、下記のお巧くの窓□じご相談ください。 

爸称、所在地、電話番着は、変更する場含か‘ありますのでご了承くださし、。 



20904002 本な.工場ミ築巿乗巧な 7-7 で 955-8510 TEU 0256)32— 2111 ( 大げま) 

巧崎工場柏崎巿ま町 2-58 -945-0817 TEL (0257)23— 517日(げ表） 

長岡ェ塌長岡巿下をの這ノ巧1069〒940-1146 TEL (0258)22-21 21 ( 巧表） 
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